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平
成
29
年
の
「
新
春
の
集
い
」

が
２
月
４
日（
土
）に
開
か
れ
た
。

３
月
な
み
の
穏
や
か
な
こ
の
日
、

恒
例
の
散
策
会
は
鶯
谷
駅
に
集

合
後
、
上
野
公
園
界
隈
を
約
２

時
間
堪
能
。
徳
川
将
軍
家
の
墓

地
、寛
永
寺
本
堂
（
根
本
中
堂
）、

黒
田
清
輝
記
念
館
、
森
鷗
外
の

旧
居
、
横
山
大
観
記
念
館
な
ど

を
た
っ
ぷ
り
と
楽
し
む
。
懇
親
会

は
午
後
４
時
か
ら
東
天
紅
・
鳳

凰
の
間
に
て
70
人
ほ
ど
の
参
加
で

開
催
さ
れ
た
。

　

龍
門
会
長
は
開
会
挨
拶
で
来

年
は
卒
業
50
年
を
迎
え
、
記
念

行
事
を
行
う
と
宣
言
、
早
々
と

50
周
年
記
念
行
事
に
向
け
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。
久
し
ぶ
り
参
加

者
３
人
の
挨
拶
に
続
く
乾
杯
の

発
声
は
京
都
か
ら
参
加
の
蓮
沼

良
直
さ
ん
（
南
禅
寺
派
宗
務
総

長
）。
９
つ
の
テ
ー
ブ
ル
の
各
指
定

席
に
は
墨
田
・
業
平
の
「
み
り
ん

堂
」
製
の
「
白
門
43
会
煎
餅
」

が
並
ぶ
。
可
愛
い
鳥
の
絵
で
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
袋
に
入
れ
ら
れ
た
お

煎
餅
は
お
い
し
い
東
天
紅
の
中
国

料
理
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
加
え
た
。

　

余
興
は
ピ
エ
ロ
の
ラ
ッ
キ
ー
・
村

田
正
和
さ
ん
（
昭
和
41
年
中
大

　

鶯
谷
駅
南
口
改
札
口
に
到
着

し
た
の
は
午
後
一
時
十
分
前
頃

か
、
そ
こ
に
は
も
う
既
に
初
老
の

紳
士
諸
氏
が
大
勢
参
集
し
、
そ

れ
ぞ
れ
親
し
げ
に
和
や
か
な
触

れ
合
い
が
交
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

丁
度
一
時
に
今
回
の
主
催
幹
事

よ
り
今
回
の
見
所
や
諸
注
意
、

又
台
東
、
上
野
、
鶯
谷
の
名
前

の
由
来
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
り
、

そ
の
後
ゆ
っ
く
り
寛
永
寺
界
隈
の

散
策
コ
ー
ス
に
向
け
初
老
の
大
集

団
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
し
て
も
今
回
四
十
数
名
の
参

加
を
み
た
こ
と
は
今
迄
な
か
っ
た

こ
と
。
皆
々
様
老
い
て
増
々
盛
ん

な
こ
と
大
慶
至
極
。

　

か
つ
て
東
叡
山
寛
永
寺
は
、

徳
川
将
軍
家
の
菩
提
寺
の一つ
と

し
て
江
戸
幕
府
の
厚
い
庇
護
を

受
け
、
上
野
の
山
の
広
大
な
敷

地
に
壮
大
な
伽
藍
を
い
く
つ
も
有

し
西
の
比
叡
山
延
暦
寺
と
同
格

の
地
位
に
あ
り
又
、
江
戸
庶
民

の
信
仰
と
憩
い
の
地
で
も
あ
り
ま

し
た
が
、
一八
六
八
年
彰
義
隊
が

寛
永
寺
に
た
て
こ
も
り
官
軍
に

対
抗
し
た
為
、
す
べ
て
が
壊
滅
。

し
か
し
一八
七
九
年
、
明
治
政
府

よ
り
復
興
が
認
め
ら
れ
、
そ
の

多
く
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
将
軍
墓
所
、
い
く
つ
か

の
法
堂
等
見
廻
り
ま
し
た
が
、

根
本
中
堂
が
一
番
見
応
え
あ
り

ま
し
た
。
本
尊
の
薬
師
如
来
は

戦
火
の
際
疎
開
さ
れ
て
お
り
現

在
の
根
本
中
堂
に
安
置
さ
れ
て
い

る
は
ず
で
す
が
秘
仏
の
為
一
般
の

目
に
は
触
れ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
宗
教
に
無
関
心
な
御
仁
も
、

本
堂
の
中
に
入
り
諸
々
の
仏
像
の

存
在
を
眺
め
て
い
る
と
、
一
種
異

様
な
雰
囲
気
に
浸
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

小
休
止
後
、
寛
永
寺
を
後
に

し
て
、
東
京
国
立
博
物
館
、
国

際
こ
ど
も
図
書
館
の
外
観
を
眺

め
て
通
過
、
東
京
芸
大
、
黒
田

清
輝
記
念
館
へ
。

卒
）
に
よ
る
大
道
芸
。
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ
や
南
京
玉
簾
の
素
晴
ら
し
い

演
技
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
松
浦
さ

ん
や
、
数
人
の
会
員
が
交
互
に
壇

に
あ
が
っ
て
見
よ
う
見
ま
ね
の
競

演
は
充
分
に
わ
れ
わ
れ
の
目
を

楽
し
ま
せ
た
。
約
２
時
間
に
わ

た
る
宴
は
楽
し
く
、
に
ぎ
や
か
に

続
け
ら
れ
、
多
数
の
会
員
の
懇

談
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

こ
こ
は
そ
の
道
の
専
門
家
に
は

有
名
な
場
所
ら
し
い
が
、
一
階
フ

ロ
ア
ー
を
見
廻
し
た
だ
け
。
こ
う

い
う
所
は
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か

け
て
見
た
い
。外
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョッ

プ
脇
で
小
休
止
。
足
腰
が
や
や

疲
弊
し
始
め
て
い
た
の
で
有
難
い
。

　

平
坦
な
通
り
を
護
国
院
へ
、

本
堂
は一
七
二
二
年
建
立
。
み
る

か
ら
に
古
そ
う
。
本
尊
の
釈
迦

三
尊
と
谷
中
七
福
神
の
大
黒
天

が
祭
ら
れ
て
い
る
。
七
福
神
の
他

の
メ
ン
バ
ー
は
何
処
だ
ろ
う
か
？

ご
利
益
は
期
待
し
な
い
が
多
少
気

に
な
る
。

　

こ
こ
か
ら
先
が
清
水
坂
。
細
い

下
り
坂
が
ク
ネ
ク
ネ
続
く
。
暗

闇
坂
の
別
名
あ
り
。
車
も
多
く

行
き
交
い
、
気
を
つ
け
な
い
と
危

険
。
ち
ょ
う
ど
坂
の
中
程
か
、

道
端
に
弘
法
大
師
所
縁
の
湧
水

が
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
。
湧
き
続
け
て

何
年
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

坂
を
下
り
終
え
て
平
坦
な
通

り
に
六
龍
鉱
泉
。
東
京
に
は
黒

湯
鉱
泉
が
多
く
こ
こ
も
そ
の
う
ち

の
一つ
か
、
誰
も
入
ら
ず
。
や
は

り
銭
湯
は
時
間
を
気
に
せ
ず
ゆ
っ

く
り
し
て
い
ら
れ
る
の
が
良
い
。

　

上
田
邸
、
東
京
への
修
学
旅
行

で
、こ
ん
な
感
じ
の
旅
館
に
泊
ま
っ

た
記
憶
が
あ
る
が
、
今
か
ら

五
十
年
も
昔
。
こ
こ
は
昭
和
四

年
築
。
こ
こ
も
相
当
古
い
。

　

暫
く
歩
い
て
鴎
外
湯
。
都
内

第
一
号
の
天
然
温
泉
、
森
鷗
外
の

旧
宅
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
庭

か
ら
の
旧
居
の
眺
め
が
い
い
。
さ

す
が
文
豪
の
終
の
す
み
か
ら
し

い
。
何
名
か
こ
の
中
の
温
泉
で
疲

れ
を
癒
し
た
が
、
小
生
は
パス
。

　

さ
あ
、
今
日
の
見
て
歩
き
も
、

あ
と一カ
所
。
と
思
う
と
急
に
元

気
が
出
て
き
て
、足
が
早
や
ま
る
。

　

横
山
大
観
記
念
館
に
は
希
望

者
の
み
入
館
。
有
料
、
既
に
閉

館
時
間
は
過
ぎ
て
い
た
が
館
内

は
混
ん
で
い
る
。
二
階
か
ら
眺
め

る
不
忍
池
と
上
野
の
森
の
遠
景

　

お
開
き
の

歌
は
今
回
は

「
青
い
山

脈
」。「
草
の

み
ど
り
」
の

前
年
に
発
表

さ
れ
た
国
民

的
歌
謡
と
も

言
わ
れ
る
歌

を
星
野
さ
ん
の
リ
ー
ド
に
よ
り
参

加
者
全
員
が
肩
を
組
み
斉
唱
、

再
会
を
誓
い
あ
っ
た
。

　

今
年
の
後
半
か
ら
卒
業
50
年

の
諸
行
事
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
る
。

（
清
水　

正
）

卒
業
50
周
年
に
向
け
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　

新
春
の
集
い
を
開
く

卒
業
50
周
年
に
向
け
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　

新
春
の
集
い
を
開
く

　

私
達
白
門
43
会
の
会
員
は
昭

和
43
年
（
１
９
６
８
年
）
３
月
に

卒
業
、
以
来
来
年
で
ち
ょ
う
ど

満
50
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
半
世
紀
と
い
う
激
動
の

時
代
を
乗
り
越
え
て
頑
張
って
生

き
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、

50
年
目
と
い
う
節
目
の
年
に
相

応
し
い
記
念
行
事
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。
全
国
の
会
員
の
皆

様
ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
同
期
卒
業
の
か
た
で
白

門
43
会
に
未
入
会
の
か
た
に
も

ぜ
ひ
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
お
誘

い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
い
た

だ
き
た
き
多
く
の
仲
間
で
卒
業

50
年
を
祝
お
う
と
思
い
ま
す
。

同
期
生
は
全
員
が
仲
間
で
す
。

ど
う
ぞ
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

白
門
43
会
　
卒
業
50
年
記
念
行

事
（
予
定
）

寄
席
・
都
内
散
策

２
０
１
７
年
9
月　

予
定

記
念
式
典
・
新
春
の
集
い

２
０
１
８
年　

２
月
17
日
（
土
）

秋
の
２
泊
旅
行
会
（
明
治
村
、

伊
勢
神
宮
、
志
摩
ほ
か
）

２
０
１
７
年　

10
月
30
日
～
11

月
１
日

初
春
歌
舞
伎
観
劇
（
歌
舞
伎
座
）

２
０
１
８
年　

１
月
15
日
（
月
）

宝
塚
歌
劇
鑑
賞
（
東
京
宝
塚
劇

場
）

２
０
１
８
年　

３
月
９
日
（
金
）

ク
ル
ー
ズ
（
船
旅
）

２
０
１
８
年
6
月
～
11
月
の
間

　
い
ず
れ
も
現
在
で
の
予
定
で
あ

り
、
詳
細
は
決
定
次
第
あ
ら
た

め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

卒
業
50
年
の
記
念
行
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

上
野
界
隈
見
て
歩
記

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
峯
村　

剛

は
絶
景
。
さ
す
が
に
日
本
画
の

巨
匠
。
東
京
で
は
、
め
っ
た
に
な

い
素
晴
ら
し
い
風
景
の
中
に
居
を

構
え
て
い
た
。
展
示
品
も
多
く
、

い
ず
れ
も
見
応
え
が
あ
る
。
特

に
折
々
の
富
士
山
の
景
色
。

　

学
芸
員
ら
し
き
人
？
他
の
グ

ル
ー
プ
に
延
々
と
解
説
し
て
い
る

様
だ
が
、
か
え
っ
て
う
る
さ
く
感

じ
る
。
こ
こ
は
や
は
り
静
か
な
環

境
の
中
で
、い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
描

総
会
・
講
演
会
は
七
月
三
日
（
月
）

　

白
門
43
会
、
二
○
一
七
年

（
平
成
二
九
年
）
の
総
会
・
講

演
会
・
懇
親
会
は
七
月
三
日

（
月
）
に
東
京
・
上
野
精
養
軒

で
開
か
れ
ま
す
。
は
じ
め
て
の

試
み
と
し
て
今
ま
で
の
土
曜
日

か
ら
月
曜
日
に
変
更
、
開
催
い

た
し
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
会
員
の
田
中
宏

司
さ
ん
が
「
熱
血
指
導
が
な
ぜ

パ
ワ
ハ
ラ
に
」
と
い
う
興
味
深

い
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

今
回
、
こ
の
会
報
送
付
に
際

し
、
返
信
葉
書
を
同
封
い
た
し

ま
し
た
。
総
会
ご
出
席
の
ご
都

合
を
６
月
15
日
ま
で
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　

多
数
の
会
員
の
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

い
て
み
た
い
と
思
う
の
は
私
の
我
が

ま
ま
か
？
で
も
、
今
回
の
見
て
歩

き
で
一
番
見
応
え
の
あ
る
場
所
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
が
、
同
級
生
と
共
に
楽
し

く
す
ご
し
た
上
野
界
隈
見
て
歩
き

雑
感
で
し
た
。

寛
永
寺
の
根
本
中
堂
に
て



 白 門４３会 報２０１７年　５月　 第２５号 （２）

　

16
年
11
月
２
日
（
水
）
千
葉
県

の
我
孫
子
市
に
て
手
賀
沼
と
我
孫

子
の
町
と
手
賀
沼
を
楽
し
む
懇
親

会
が
開
か
れ
16
人
の
会
員
が
参
加

し
た
。
近
隣
に
住
む
２
人
の
会
員

が
下
調
べ
を
し
て
い
た
だ
い
た
お
陰

で
私
た
ち
は
充
分
に
景
観
、
散
策
、

会
食
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
。

　

６・５
平
方
キ
ロ
の
手
賀
沼
は
そ

の
形
状
や
平
均
水
深（
０・８
６
メ
ー

ト
ル
）
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
そ
の

昔
は
利
根
川
の一
部
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
。
そ
の
後
湖
沼
と
し
て
独
立
、
一

時
は
水
が
汚
れ
大
き
な
問
題
と

な
っ
た
こ
と
も
。
い
ま
で
は
す
っ
か

り
と
水
清
く
、
約
１
時
間
を
遊
覧

船
の
船
長
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん
だ
。
船
長
の

話
は
楽
し
く
、
ま
た
ツ
ー
ル
（
古

地
図
、
写
真
な
ど
）
を
う
ま
く
駆

使
し
て
頂
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
手

賀
沼
」
が
か
な
り
身
近
に
感
じ
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ラ
ン
チ
は
「
う
な
ぎ
西
周
」、
久

し
ぶ
り
に
い
た
だ
い
た
う
な
ぎ
は
わ

れ
わ
れ
会
員
の
お
な
か
に
充
分
以

　

２
０
１
６
年
12
月
14
日
水
曜

日
、
第
37
回
白
門
43
会
ゴ
ル
フ
大

会
が
千
葉
県
袖
ケ
浦
市
の
カ
メ
リ

ア
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ゴ
ル
フ
場
は

　

白
門
43
会
は
15
年
、
結
成
20
周

年
を
迎
え
た
が
、こ
れ
を
記
念
し
て

「
白
門
43
会
20
周
年
記
念
誌
」
が

16
年
８
月
に
発
行
さ
れ
、
全
会
員

に
配
布
さ
れ
た
。
目
を
ひ
く
の
は

会
員
町
田
與
曽
彦
さ
ん
の
表
紙
絵

「
忍
野
富
士
」、
忍
野
か
ら
眺
め
る

雪
を
か
ぶ
っ
た
富
士
山
が
43
会
の

上
の
満
足
感
を
も

た
ら
し
た
。

　

午
後
の
散
策
に

は
ガ
イ
ド
の
お
世

話
に
な
っ
た
。
と

い
う
の
は
こ
こ
我

孫
子
は
数
多
く
の

文
人
墨
客
が
別

荘
を
も
っ
た
と
こ

ろ
。
柔
道
の
嘉
納

治
五
郎
、
文
人
の

志
賀
直
哉
、ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
杉
村

楚
人
冠
（
中
大
の

先
輩
）
ほ
か
多
く

の
ひ
と
の
足
跡
が

残
り
、
別
荘
の
実

物
も
多
数
保
存

さ
れ
て
い
る
。
日

本
の
歯
科
医
学
の

重
鎮
と
い
わ
れ
る

血
脇
守
之
助
の
碑

も
見
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

夜
は
洋
食
の
懇

親
会
、
参
加
者
の

20
周
年
を
祝
っ
て
く
れ
て
い
る
よ

う
だ
。
Ａ
４
版
、
64
ペ
ー
ジ
だ
て
。

43
会
の
あ
ゆ
み
を
カ
ラ
ー
写
真
４

ペ
ー
ジ
、
年
表
４
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

て
い
る
。
全
国
に
わ
た
る
会
員
56

人
の
寄
稿
は
20
周
年
の
良
い
思
い

出
と
し
て
残
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

多
く
の
会
員
の
皆
様
が
原
稿
、

別
荘
地
我
孫
子
と

　
　
景
観
豊
か
な
手
賀
沼

２
０
１
６
年
７
月
２
日

　
　
　
　

　

　

会　
　

長	

龍
門	

海
行

副	

会	

長	

浅
葉	

美
枝
子	

小
塚	

正
人	

富
田	

秀
雄	

森
沢	

正
瑞	

矢
崎　

勝

幹	

事	

長	

清
水　

	

正

会
計
幹
事	

立
岩	

正
義

幹　
　

事	

相
澤	

一
代	

安
藤　

	

磐	

伊
藤	

正
敏	

歌
代	

雄
七	

梅
津	

久
光

	

大
石	

恒
雄	

大
谷	

隼
夫	

加
藤	

正
純	

金
子	

典
雄	

倉
田	

隆
次

	

小
泉	　

勲	

古
賀	

忠
夫	

後
沢	

正
昭	

佐
藤	

史
郎	

佐
藤	

忠
治

	

佐
藤	　

勝	

島
田	

恭
輔	

清
水	

利
夫	

鈴
木	

征
夫	

清
家	

春
夫

	

高
梨	

明
宏	

舘
野	

勝
彦	

田
中	

宏
司	

鴇
田	　

將	

中
里	

圭
井
子

	

中
村	

武
照	

中
村	

喜
子	

長
谷
川	

裕
子	

原　

	

健
作	

原
田	

六
生

	

布
施	

博
資	

正
野	

建
樹	

町
田	

與
曽
彦	

松
浦　

	

靖	

三
沢	

充
男

	

光
常	

武
二	

峯
岸	

修
三	

峯
村　

	

剛	

宮
本	

常
子	

森
川	　

忠

	

八
束	

一
郎	

山
田	

雅
道	

山
本	

剛
嗣	

吉
田	

信
男

地
方
幹
事	

井
出	

勝
正	

伊
藤	　

正	

金
山	

正
一	

日
下	　

彰	

龍
山	

俊
暁

	

西
村	

輝
雄	

坂
東	　

勲	

平
尾	

豊
行	

山
添	

英
明

監　
　

査	

岡
田	

孝
子	

芝
木	

雅
基

＊
氏
名
は
五
十
音
順

白 

門 

43 

会 

役 

員

20
周
年
記
念
誌
を
発
行

写
真
等
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
い

た
。
末
長
く
読
み
物
と
し
て
、
ま

過
去
の
首
相
や
安
倍
首
相
も
プ

レ
ー
す
る
有
名
な
コ
ー
ス
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
浜
松
町
駅
か
ら
迎
え
の

ク
ラ
ブ
バ
ス
で
７
時
30
分
少
し
前

に
出
発
、
総
勢
16
名
は
ア
ク
ア
ラ

　

次
の
方
々
が
新
た
に
入
会
さ
れ

ま
し
た
。
名
簿
に
追
加
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

五
島
幸
雄

　
　

法
学
部
法
律
学
科

　
　

東
京
都
杉
並
区
在
住

長
田
康
道

　
　

商
学
部
会
計
学
科

　
　

千
葉
県
市
川
市
在
住

新
入
会
員
の
ご
紹
介

た
ア
ル
バ
ム
と
し
て
見
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
って
い
る
。

「お世話になった船長を囲んで記念撮影」

自
己
紹
介
や
今
日
ご
案
内
い
た
だ

い
た
ガ
イ
ド
さ
ん
の
お
話
。
ガ
イ

ド
さ
ん
か
ら
は
き
れ
い
な
花
の
絵

ハ
ガ
キ
が
参
加
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
た
。

（
清
水　

正
）

学員時報オンラインに
ついて

　中央大学学員会では卒業生の親睦活動を支援するため「学
員時報」を年に数回発行し、学員に送付しています。この「学
員時報」の内容をオンラインで簡単に見ることが出来ますの
でどうぞご利用ください。学員会全体と他の年次支部、地域
支部、職域支部などの活動状況がよくわかります。

　アドレス　　�http://www2chuo-u.ac.jp/gakuinkai/
jiho/

第
37
回
ゴ
ル
フ
・
コ
ン
ペ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催

イ
ン
経
由
で
お
よ
そ
50
分
後
に
は

ゴ
ル
フ
場
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
布

施
さ
ん
が
合

流
し
て
17
名

５
組
で
ス
タ
ー

ト
。

　

午
前
中
は

小
雨
が
残
り

ま
し
た
が
、

午
後
か
ら
は

曇
り
な
が
ら

薄
日
が
差
す

穏
や
か
な
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の

中
、
皆
余
力

を
振
り
絞
っ
て

健
闘
し
ま
し

た
。

　

結
果
は
優

勝　

緑
川　

勉
さ
ん
、
準

優
勝　

島
田

恭
輔
さ
ん
、
３

位　

富
田
秀

雄
さ
ん
で
し

た
。
特
に
緑

川
さ
ん
は
前
回

（
６
月
）
に
続

き
２
連
覇
。
ス

コ
ア
ー
は
グ
ロ
ス
84
（
ア
ウ
ト
42
・

イ
ン
42
）と
見
事
な
も
の
で
し
た
。

や
は
り
中
大
剣
道
部
で
鳴
ら
し

た
剣
の
技
が
ゴ
ル
フ
の
切
れ
味
に

も
通
じ
る
よ
う
で
す
。

　

ゴ
ル
フ
の
後
の
楽
し
み
は
や
は

り
居
酒
屋
で
飲
み
な
が
ら
の
反

省
や
自
慢
話
。
龍
門
会
長
お
す

す
め
の
浜
松
町
の
店
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

幹
事
役
の
富
田
さ
ん
、
金
子
さ

ん
お
疲
れ
様
で
し
た
！　　

矢
崎　

勝
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比
叡
山
・
高
野
山
と
共
に
日
本

三
大
霊
山
に
数
え
ら
れ
る
恐
山

は
、
貞
観
四
年
（
８
６
２
）
に
慈

覚
大
師
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
、
天

台
宗
の
修
験
道
場
か
ら
、
十
四
世

紀
に
曹
洞
宗
円
通
寺
と
な
っ
た
古

刹
で
す
。
前
か
ら
古
刹
恐
山
に
、

一
度
、
拝
塔
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
七
万
坪
の
広
大
な
境
内
に
、

七
堂
伽
藍
を
配
置
す
る
下
北
半
島

き
って
の
名
刹
で
し
た
。

蓮
華
八
枚
の
弁
を
示
す
釜
伏

山
・
大
尽
山
・
小
尽
山
・
北
国
山
・

屏
風
山
・
剣
の
山
・
地
蔵
山
・
鶏

頭
山
の
八
峰
に
囲
ま
れ
た
霊
山

で
し
た
。
山
中
に
は
、
血
の
池
・

剣
の
山
・
畜
生
道
・
極
楽
浜
と

賽
の
河
原
（
極
楽
浄
土
を
思
わ

せ
る
白
砂
と
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン

の
湖
面
が
美
し
い
宇
曽
利
山
湖
）・

三
途
の
川
と
太
鼓
橋

（
霊
界
と
俗
界
と
の
堺
・

三
途
の
川
に
か
か
る
赤

い
橋
。
罪
人
は
渡
る
こ

と
が
出
来
な
い
）・
八
大

地
獄
を
示
す
地
獄
谷

（
無
間
地
獄
、
金
堀
り

地
獄
、賭
博
地
獄
な
ど
、

境
内
に
点
在
す
る
地
獄

巡
り
で
、
参
拝
者
は
死

者
の
成
佛
を
願
う
）
が
あ
り
、

生
き
な
が
ら
地
獄
の
縮
図
が
見

ら
れ
ま
す
。
奪
衣
婆
と
懸
衣
翁

（
人
が
亡
く
な
っ
て
三
途
の
川
を

渡
っ
た
後
、
奪
衣
婆
に
身
ぐ
る
み

を
は
が
さ
れ
、
懸
衣
翁
が
衣
領

樹
の
枝
に
懸
け
生
前
の
罪
の
重

さ
を
推
量
し
、
六
道
の
い
ず
れ
か

が
決
め
ら
れ
る
）
の
珍
し
い
像
が

あ
り
ま
し
た
。

佛
法
の
本
質

は
、六
道
（
地
獄・

餓
鬼
・
畜
生
・

人
間
・
修
羅
・
天

童
）
輪
廻
の
心

の
世
界
か
ら
の
解

脱
を
説
く
も
の

で
す
。チ
ベッ
ト
の

「
生
死
論
」
は
、

善
根
に
害
毒
を

与
え
る
三
つ
の
煩

悩
（
貧
・
瞋
・
痴
）

を
中
心
円
に
、

善
・
悪
二
心
に
色

分
け
し
、
六
道

を
見
事
に
図
示

し
、
過
去・現
在・

未
来
の
合
理
的

な
因
果
律
を

十
二
因
縁
と
し

て
外
円
に
描
い
て

い
ま
す
。
解
脱
の

た
め
に
六
地
蔵

が
祭
ら
れ
て
い
ま

す
。
又
、
十
二

月
八
日
、
明
け

の
明
星
に
触
発

さ
れ
て
、釈
迦
は
、

「
自
受
法
楽
」
の

佛
の
心
を
得
、

16
年
11
月
28
日
（
月
）
明
治

の
富
豪
・
原
富
太
郎
（
雅
号
が

三
渓
）
氏
が
財
力
を
投
入
、
全

国
か
ら
17
棟
の
建
物
を
集
め
大

き
な
池
を
中
心
に
木
々
と
美
し
い

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
漂
う
「
三
渓
園
」

で
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。
建
物

を
作
っ
た
の
で
は
な
く
「
集
め
た
」

と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
例

え
ば
丘
に
そ
び
え
る
三
重
塔
は

旧
燈
明
寺
の
も
の
で
あ
っ
た
と
の

こ
と
。
ち
ょ
う
ど
紅
葉
の
見
ご
ろ

の
季
節
で
あ
り
、
根
岸
、
横
浜
、

桜
木
町
な
ど
の
各
駅
か
ら
バ
ス
の

便
も
良
い
た
め
23
人
の
会
員
が

参
集
、
専
任
ガ
イ
ド
の
案
内
に

四
十
九
日
の
後
、
梵
天
（
万
有

の
根
源
を
神
格
化
し
た
護
法
神
）

に
諭
さ
れ
、「
初
転
法
輪
」
の
旅

に
出
ま
す
。
こ
の
現
世
の
「
陽
の

世
界
」
と
黄
泉
の
冥
土
「
陰
の

世
界
」
と
の
間
に
、「
中
陰
」
の

四
十
九
日
の
期
間
を
設
け
、「
中

陰
の
供
養
」
の
大
切
さ
を
説
い
て

い
ま
す
。
そ
の
間
、
同
行
二
人
の

ご
と
く
付
き
添
っ
て
い
る
の
が
恐

山
の
本
尊
「
地
蔵
菩
薩
」
で
す
。

こ
の
佛
教
の
ロ
マ
ン
が
、
境
内
に

散
歩
し
易
く
霊
場
と
し
て
、
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
口
近
く
で

は
、「
イ
タ
コ
」
が
哀
調
を
帯
び

た
節
廻
し
で
、
し
み
じ
み
と
し
た

口
調
で
、
お
参
り
の
人
に
語
り
か

け
て
い
ま
し
た
。
思
い
出
深
い
、

愛
し
い
先
き
立
っ
た
人
々
と
し
み

じ
み
と
交
わ
り
逢
う
、
亡
く
な
っ

た
人
を
忍
び
、
慰
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

下
北
の
石
橋
さ
ん
に
は
、
お

世
話
に
な
り
、
地
酒
の
関
の
井

よ
り
２
組
に
別

れ
邸
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
建
物

を
堪
能
し
た
。

茶
に
造
詣
が

深
か
っ
た
た
め

茶
室
や
茶
席

が
多
い
の
も
特

徴
で
あ
る
。

見
学
後
は
バ

ス
で
中
華
街
へ

移
動
、「
酔
楼
」

で
懇
親
会
が

開
か
れ
、
各

地
か
ら
集
ま
っ

た
会
員
で
楽
し

酒
造
の
「
寒
立
馬
」（
寒
さ
に

耐
え
る
下
北
の
馬
）
を
頂
き
ま

し
た
。
酩
酊
し
て
話
が
弾
み
、

会
場
む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
、

「
居
酒
屋
ト
リ
オ
」
が
誕
生
し
、

秋
に
は
、
東
京
の
居
酒
屋
名
店

巡
り
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
大

き
な
旅
の
収
穫
で
し
た
。一度
は
、

吉
備
の
国
に
お
招
き
し
て
、
地

酒
の
銘
酒
、金
賞
受
賞
の
山
田
錦

「
極
聖
」
を
汲
み
交
し
、
岡
山
一

の
老
舗
の
名
店
「
一
扇
」
で
、
薄

造
り
の
瀬
戸
内
の
魚
で
舌
鼓
み

を
打
ち
乍
ら
、
酒
談
議
が
弾
む

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
参

加
し
た
い
方
は
、
早
目
に
一
報
を

下
さ
い
、
桃
太
郎
・
吉
備
団
子
の

国
か
ら
、
下
北
の
旅
の一コマ
を
綴

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

松
林
寺
二
十
二
世　

髙
橋
良
洋
合
掌

い
宴
。
思
い
思
い
の
話
に
時
が
経

つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
述
あ
り
）

活 動 報 告 〈白門43会の動き〉

2016年（平成28年） 

10月 5日 （水） 役員会、懇親会（駿河台記念館、咲くら）

  15日 （土） 箱根駅伝予選会応援（昭和記念公園）

  23日 （日） 第25回ホームカミングデー（多摩キャンパス）

11月 2日 （水） 我孫子、手賀沼の散策会（千葉県我孫子市）

  28日 （月）  横浜・三渓園の紅葉散策、懇親会（横浜市、三渓園、中華街）

12月 4日 （日）  蓮沼良直さんの講演会「元気になる仏教」（東京国立博物館）

  7日 （水）  役員会、忘年会（駿河台記念館、太一）

  14日 （水）  第37回白門43会ゴルフコンペ（カメリアヒルズC.C.）

2017年（平成29年） 

 2月 1日 （水）  卒業50年記念プロジェクト、役員会（駿河台記念館、太一）

  4日 （土）  新春の集い　上野公園の散策、懇親会（東天紅上野店）

  28日 （火） 卒業50年記念プロジェクト委員会（駿河台記念館）

 4月 5日 （水） 卒業50年記念プロジェクト委員会（駿河台記念館）

    役員会（駿河台記念館、げんない）

  7日 （金） お花見会（市川市・国府台）

  24日 （月） カラオケ同好会（秋葉原・パセラ）

三
渓
園
の
紅
葉
と中

華
街

平成27年度白門43会収支決算書
（平成27年4月1日〜平成28年3月31日）

（収入の部）

科　目 予算額 決算額 差　異 摘　要
前年度繰越金 1,413,269 1,413,269 0 
会費収入 10,000 96,000 86,000 年会費5→１人、終身0→6人
懇親会参加費（総会) 640,000 696,000 56,000 出席者80→87人、会費8,000円
寄付金収入 50,000 62,000 12,000 総会祝い金50,000円及び会員寄付金12,000円
懇親会参加費（新年会) 560,000 608,000 48,000 出席者70→76人、会費8,000円
日帰り旅行参加費 0 312,000 312,000 会費12,000円/人、26人
その他の収入 10,000 76,065 66,065 （注）1

合　計 2,683,269 3,263,334 580,065 

（支出の部）

科　目 予算額 決算額 差　異 摘　要
総会費 844,000 813,932 -30,068 9,355円/人（昨年12,070円/人)
新年会費 660,000 623,596 -36,404 8,209円/人（昨年7,716円/人）
日帰り旅行費 0 321,407 321,407 対旅行会社支払い他
20周年記念事業費 0 65,044 65,044 案内関係費他
その他の支出 150,000 94,098 -55,902 （注）2
次年度繰越金 1,029,269 1,345,257 315,988 

合　計 2,683,269 3,263,334 580,065 

（注）   1.　その他の収入　76,065円の内訳
　　　　支部活動支援補助金50,000円、講師料一部補助金20,000円、会費納入協力金6,000円、その他65円
　　　2.　その他の支出　94,098円の内訳
　　　　祝い金（対白門38,40,42,44＆45合同会）40,000円、広告掲載料30,000円、年次支部協議会会費10,000円
　　　　消耗品代他14,098円
　　　3.　次年度繰越金　1,345,257円の内訳
　　　　ゆうちょ銀行の振替受払（払込金の受払口座）23,230円、定額貯金　1,000,000円及び通常貯金　173,760円
　　　　並びにみずほ銀行の普通預金　148,267円
　　　4.　ちなみに平成７年（初年）度末の「次年度繰越金」は、5,569,994円である。（「白門43会会報」第２号）

霊
山
恐
山菩

提
寺
ロ
マ
ン

髙
橋
良
洋
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会
員・喜
多
村
蔦
枝
さ
ん
は
「
風

の
音
の
ー
墓
か
ら
自
然
葬
へ
」
の
著

者
。
ご
子
息
は
わ
れ
わ
れ
の
後
輩

で
あ
り
、
講
談
師
の
田
辺
凌
鶴
師

で
あ
る
。

　

喜
多
村
さ
ん
は
指
圧
師
の
仕
事

を
続
け
る
な
か
で
87
年
か
ら
友
人
・

知
人
へ
毎
月
１
枚
の
は
が
き
［
蔦
の

葉
通
信
］
を
送
り
続
け
、
い
ま
で

は
３
９
３
号
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ

て
い
る
。
今
回
そ
の
う
ち
の
第
１

号
か
ら
第
２
０
０
号
ま
で
を
ま
と

　

会
員
の
田
中
宏
司
さ
ん
は
母
校

で
二
つ
の
学
部
を
卒
業
、
私
た
ち
よ

り
10
歳
ほ
ど
年
長
で
34
会
で
も
活

躍
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
企
業
倫
理
・

Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
関
す
る
碩
学
で
あ
り
、

現
在
も
多
く
の
学
会
や
各
企
業
へ

の
指
導
活
動
に
奔
走
さ
れ
て
い
る
。

「
精
力
的
に
」
と
い
う
言
葉
が
こ
れ

ほ
ど
当
て
は
ま
る
方
を
知
ら
な
い
。

　

研
究
に
関
わ
る
著
作
は
多
く
、

代
表
的
な
も
の
で
も
「
実
践
！
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の

た
め
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」「
三

方
よ
し
に
学
ぶ
・
人
に
好
か
れ
る

会
社
」
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
。

　

今
回
出
版
さ
れ
た
標
記
の
著
作

は
田
中
さ
ん
を
含
む
３
人
に
よ
る

共
著
、「
渋
沢
栄
一
」
を
モ
デ
ル
と

し
て
経
営
者
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
対

す
る
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
の
ま
と
め

で
あ
る
。

め
て
発
行
し
た
も
の
が
こ
の
大
著

で
あ
る
。

　

こ
れ
は
「
日
常
」
の
記
録
で

あ
る
。
フ
ィ
ク
シ
ョン
で
は
な
い
現

実
の
世
界
の
興
味
は
読
者
の
心

を
引
き
付
け
よ
う
。
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
に
あ
る
「
日
々
」
が
「
何

気
な
い
毎
日
」と
し
て
文
章
に
な
っ

て
い
る
。

　

文
章
は
夫
婦
、
親
子
、
親
戚

な
ど
の
人
の
輪
、ま
た
環
境
、町
、

国
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
タ
ー
ゲ
ッ

　

仕
事
の
現
役
を
終
わ
っ
た
わ
れ

わ
れ
に
とって
も
そ
の
生
活
の
な
か

で
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
「
企
業
」

と
い
う
も
の
か
ら
離
れ
る
こ
と
は

出
来
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
点
で
も

こ
の
本
は
良
い
ガ
イ
ド
に
な
ろ
う
。

　

田
中
さ
ん
の
本
は
理
論
だ
け
で

は
な
く
、「
実
践
」
が
重
要
視

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

ト
と
し
て
と
ら
え
る
。
市
販
さ

れ
て
い
る
ど
ん
な
読
み
物
よ
り
も

は
る
か
に
面
白
い
。
も
の
に
よ
っ

て
は
あ
っ
さ
り
と
、
ま
た
も
の
に

よ
っ
て
は
詳
し
い
知
識
を
と
り
こ

ん
で
、
一
節
一
節
が
宝
物
で
あ
る
。

子
供
と
の
話
の
中
で
は
著
者
が

「
自
分
の
母
親
」
で
あ
る
か
の
よ

う
な
感
じ
を
も
っ
た
。
自
然
と

北
村
家
の
中
に
入
り
こ
ん
で
い
る

よ
う
な
印
象
を
も
っ
た
。

前
述
の
２
著
に
お
い
て
も
多
く
の

ペ
ー
ジ
を
数
多
く
の
企
業
の
実
例

を
経
営
理
念
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
そ

の
施
策
を
具
体
的
に
述
べ
て
お

り
、
単
に
該
企
業
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
軽
く
読
ん
だ
だ
け
で
は
ま
と

め
ら
れ
ず
、
お
そ
ら
く
何
日
間

か
の
企
業
訪
問
（
視
察
、
聴
取
、

対
談
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の

　

そ
し
て
何
よ
り
も
大
事
な
こ

と
は
30
年
間
に
わ
た
っ
て
１
回
も

欠
か
す
こ
と
な
く
発
信
を
続
け

て
き
た
こ
と
の
大
切
さ
で
あ
る
。

第
20
号
の
中
で
俳
句
恩
師
の
個

人
誌
６
０
０
号
を
称
賛
さ
れ
て
い

る
が
「
蔦
の
葉
通
信
」
も
も
う

４
０
０
号
が
目
前
で
あ
る
。

　

今
日
も
「
蔦
の
葉
通
信
」
が

届
い
た
。
飾
ら
な
い
文
章
で
、
毎

月
き
ち
ん
と
届
い
て
い
る
。
ま
さ

に
わ
れ
わ
れ
現
役
以
上
の
パ
ワ
ー

だ
。　

※
参
考
書　
「
風
の
音
（
と
）の
」

墓
か
ら
自
然
葬
へ　
　

喜
多
村

蔦
枝
著　
　

雲
母
書
房
刊

清
水　

正

で
は
な
い
か
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ

田
中
さ
ん
の
著
作
は
「
ハン
ド
ブ
ッ

ク
」
と
し
て
役
立
つ
の
だ
。
ま
た

著
作
に
あ
た
っ
て
「
共
著
」
と
い

う
だ
け
で
な
く
多
く
の
研
究
者

や
企
業
人
が
協
力
し
て
仕
上
げ

て
い
く
こ
と
も
田
中
さ
ん
の
著
作

を
さ
ら
に
信
頼
が
で
き
る
も
の
に

さ
せ
て
い
る
要
因
だ
。

　

今
回
の
「
渋
沢
栄
一」
で
感
じ

る
の
は
氏
が
心
か
ら
渋
沢
に
惚
れ

込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
だ
、
氏

は
お
会
い
す
る
た
び
に
渋
沢
の
話

を
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
だ
け
渋

沢
へ
の
惚
れ
込
み
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

感
じ
さ
れ
る
１
冊
で
あ
る
。
そ
れ

で
も
こ
の
本
は
渋
沢
の
紹
介
本
で

は
な
い
。
渋
沢
の
パ
ワ
ー
を
与
え

て
く
れ
る
本
な
の
で
あ
る
。
渋
沢

と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
た
ま
た

ま
43
会
で
15
年
に
渋
沢
の
生
家

を
訪
ね
る
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の

時
に
は
あ
ら
た
め
て
渋
沢
の
偉
大

さ
を
知
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
い
ま
読
売
新
聞
（
土
曜
日
）
に

「
ス
イ
ス
イ
論
語
」
が
連
載
さ
れ

て
い
る
。「
論
語
」
は
いつ
の
時
代

に
も
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
心

の
柱
と
な
り
続
け
よ
う
。
田
中

さ
ん
は
ま
す
ま
す
お
元
気
に
活

躍
中
で
あ
る
。
著
書
、
講
演
な

ど
に
よ
って
企
業
人
に
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
大
切
さ
を
強
く
訴
え
続

け
て
い
る
。
現
代
の
企
業
人
あ
る

い
は
政
治
家
た
ち
に
も
読
ん
で
ほ

し
い
と
思
う
の
は
か
な
わ
ぬ
夢
だ

ろ
う
か
。　

　

今
年
７
月
の
わ
れ
わ
れ
の
総
会

で
は
田
中
さ
ん
が
講
演
を
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
楽
し
み
で

あ
る
。　

※
ご
著
書
の
な
か
の
「
三
方
よ
し

に
学
ぶ　

人
に
好
か
れ
る
会
社
」

で
は
「
近
江
商
人
」
の
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
続
け
る
こ
と
、

変
え
て
ゆ
く
こ
と
の
大
切
さ
は
企

業
だ
け
で
は
な
く
ひ
と
、
社
会
に

わ
た
っ
て
必
要
な
こ
と
な
の
で
あ

ろ
う
。

清
水　

正
　

会
員
の
町
田
與
曽
彦
さ
ん
は

洋
画
の
制
作
を
続
け
、世
界
最
古

（
１
６
６
７
年
ル
イ
14
世
の
提
言

に
よ
り
創
設
か
ら
の
歴
史
）
の
公

募
展
「
第
２
２
７
回
ル
・
サ
ロ
ン
」

に
作
品
「
忍
野
八
海
か
ら
の
富

士
山
」
が
見
事
に
入
選
し
た
。

「
ル
・
サ
ロ
ン
」
は
マ
ネ
、
ド
ラ
ク

ロ
ワ
、ミ
レ
ー
、ル
ノ
ア
ー
ル
、モ
ネ
、

セ
ザ
ン
ヌ
な
ど
の
巨
匠
が
出
品
し

た
、
３
５
０
年
の
歴
史
を
も
つ
。

今
回
２
月
に
パ
リ
の
「
グ
ラ
ン
・
パ

レ
」（
１
９
０
０
年
、
パ
リ
万
博
の

メ
イ
ン
会
場
）
に
展
示
さ
れ
た
。

　

町
田
さ
ん
は
二
科
展
（
新
国

立
美
術
館
）
に
も
「
森
の
声
」

を
出
品
・
入
選
。
最
近
で
は
う

ぶ
す
な
美
術
展
（
上
野
の
森
美

術
館
）
に
２
点
（
森
の
声
、
逗

子
マ
リ
ー
ナ
）
を
展
示
し
た
。

町
田
與
曽
彦
さ
ん
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.arp-nt.co.jp/

m
achida/

訃
報

　

次
の
会
員
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
三
年
三
月
逝
去

上
田
有
司
さ
ん

理
工
学
部
工
業
化
学
科
出
身

神
奈
川
県
中
郡
在
住

平
成
二
六
年
一月
逝
去

城
村
勝
之
さ
ん

法
学
部
法
律
学
科
出
身

埼
玉
県
川
口
市
在
住

平
成
二
六
年
六
月
逝
去

浦
川
順
夫
さ
ん

法
学
部
法
律
学
科
出
身

東
京
都
文
京
区
在
住

平
成
二
六
年
七
月
逝
去

前
田
昌
則
さ
ん

法
学
部
法
律
学
科
出
身

東
京
都
板
橋
区
在
住

平
成
二
六
年
十
月
逝
去

小
野
寺
芳
彦
さ
ん

理
工
学
部
工
業
化
学
科
出
身

岩
手
県
一関
市
在
住

平
成
二
六
年
十
二
月
逝
去

本
山
忠
孝
さ
ん

理
工
学
部
土
木
工
学
科
出
身

千
葉
県
印
西
市
在
住

平
成
二
七
年
十
二
月
逝
去

大
野
克
夫
さ
ん

法
学
部
法
律
学
科
出
身

埼
玉
県
越
谷
市
在
住

平
成
二
七
年
十
二
月
逝
去

松
田
正
彦
さ
ん

経
済
学
部
経
済
学
科
出
身

東
京
都
府
中
市
在
住

平
成
二
八
年
六
月
逝
去

河
口
靖
喜
さ
ん

法
学
部
法
律
学
科
出
身

千
葉
市
稲
毛
区
在
住

平
成
二
八
年
二
月
逝
去

星
野
政
平
さ
ん

法
学
部
法
律
学
科
出
身

東
京
都
葛
飾
区
在
住

平
成
二
九
年
四
月
逝
去

白
木
尚
武
さ
ん

商
学
部
商
業
・
貿
易
学
科
出
身

山
口
県
山
口
市
在
住

嶋
守
正
道
さ
ん

法
学
部
法
律
学
科
出
身

青
森
県
八
戸
市
在
住

編
　
集
　
後
　
記

　

久
し
ぶ
り
の
「
白
門
43
会

報
」
の
発
行
に
な
り
ま
し
た
。

　

創
立
20
周
年
の
諸
行
事
が

終
わ
って
も
多
彩
な
活
動
が
あ

り
、
息
を
つ
く
暇
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

来
年
は
い
よ
い
よ
卒
業
50
年

と
い
う
記
念
の
年
で
す
。会
報
は

「
卒
業
50
周
年
記
念
号
」
を
発

行
し
た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ま
ど
う
ぞ
原
稿
・
写
真

な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

フ
ラ
ン
ス
芸
術
家
協
会
の「
ル・サ
ロ
ン
」に
入
選

町
田
さ
ん
、マ
ネ
、ミ
レ
ー
ら
に
並
ぶ
快
挙

「
蔦
の
葉
通
信
・
日
々
を
味
わ
う
喜
び
」

喜
多
村
蔦
枝
さ
ん
著　

円
窓
社
発
行

書 評

「
渋
沢
栄
一
に
学
ぶ
論
語
と
算
盤
の
経
営
」

田
中
宏
司
さ
ん
著　
（
株
）
同
友
館
発
行

書 評

新版
「会員名簿」
� を発行

16年8月、Ａ４版、横組の見やすい
タイプの会員名簿の新版を作成、全
会員に配布しました。どうぞご利用くだ
さい。
今回の特色として会員の相互懇親

活動に役立つよう①メールアドレスを掲
載②卒業時のクラス名を掲載しました。


